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（参考資料）中原区の放置自転車対策について 

 
１ 放置自転車問題の概要 

（１）川崎市の放置自転車問題の概要 

  市内各駅周辺には、通勤・通学あるいは買い物などのため、多くの自転車やバイクが集中し

ています。自転車やバイクは大変便利な乗り物ですが、ひとたび路上や駅前広場などに放置さ

れると、歩行者や車両の通行の障害となったり、救急・消防活動に支障をきたすなど、市民生

活にさまざまな問題が生じます。川崎市では、これらの対策として駅周辺の駐輪場を整備して

市民の利用を促すとともに「川崎市自転車等の放置防止に関する条例」を施行、同条例に基づ

き、自転車の放置禁止区域を指定して、指定区域内の自転車の撤去を行い、駅周辺の交通環境

の向上を図っています。 
 

（２）中原区の放置自転車の現状 

  中原区は、平坦な地形を背景に通勤、通学、買い物等の自転車利用者が多く、東急東横線と

ＪＲ南武線の鉄道駅周辺では放置自転車が歩行者や交通の妨げとなり問題となっています。 
 

＜中原区内鉄道駅の駐輪・放置自転車等台数（平成１８・１９・２０年度）＞ 
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２ 放置自転車問題に対する行政の取組み 

（１） 駐輪場の整備 

 ＜中原区内の駐輪場整備及び利用状況（平成２０年度）＞ 

駅 名 駐輪場 
収容 

台数 

利用 

台数 
利用率 

放置自

転車数

平間第１駐輪場 112 339 303％ 
平間第２駐輪場 44 107 243％ 
平間第３駐輪場 40 30 75％ 

平間駅 

合計 196 476 243％ 

191

向河原駐輪場 536 393 73％ 向河原駅 

合計 536 393 73％ 
105

ＪＲ武蔵小杉駅第１駐輪場 65 45 69％ 
ＪＲ武蔵小杉駅第２駐輪場 178 253 142％ 
ＪＲ経営 駐輪場【民間】 1,000 962 96％ 

武蔵小杉駅 

（ＪＲ南武線） 

合計 1,243 1,260 101％ 

373

東急東横線武蔵小杉駅第１駐輪場 610 417 68％ 
東急東横線武蔵小杉駅第２駐輪場 80 203 254％ 
東急東横線武蔵小杉駅第３駐輪場 354 468 132％ 
東急東横線武蔵小杉駅第４駐輪場 194 413 213％ 
東急経営 駐輪場（北口）【民間】 118 142 120％ 
東急経営 駐輪場（南口）【民間】 1,093 896 82％ 

武蔵小杉駅 

（東急東横線） 

合計 2,449 2,539 104％ 

1,256

武蔵中原駅第１駐輪場 1,257 824 66％ 
武蔵中原駅第２駐輪場 907 858 95％ 
武蔵中原駅第３駐輪場 1,118 712 64％ 
武蔵中原駅第４駐輪場 100 169 169％ 

武蔵中原駅 

合計 3,382 2,563 76％ 

389

武蔵新城駅第１駐輪場 1,808 1,261 70％ 
ＪＲ経営 駐輪場【民間】 1,200 800 67％ 

武蔵新城駅 

合計 3,008 2,061 69％ 

1,233

東急経営 駅前駐輪場 851 1,063 125％ 
東急経営 東側駐輪場 300 366 122％ 

新丸子駅 

合計 1,151 1,429 124％ 

246

元住吉駅渋川第１駐輪場 468 525 112％ 
元住吉駅渋川第２駐輪場 80 194 243％ 

元住吉駅 

元住吉駅渋川第３駐輪場 600 545 91％ 

2,052
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元住吉駅渋川第４駐輪場 476 770 162％ 
元住吉駅労災病院横駐輪場 100 75 75％ 
元住吉駅車庫前駐輪場 127 303 239％ 
元住吉駅臨時駐輪場 167 305 183％ 

合計 2,018 2,717 135％ 

  

 
（２） 自転車等放置禁止区域の指定と放置自転車撤去 

区内では、ＪＲ南武線武蔵小杉駅、武蔵中原駅、武蔵新城駅、向河原駅、東急東横線新丸子

駅、元住吉駅の駅周辺を自転車の放置禁止区域に指定して放置自転車の撤去を行っています。 

＜平成１７・１８・１９年度 放置自転車等撤去台数（区別）＞ 

  川崎区 幸区 中原区 高津区 宮前区 多摩区 麻生区 合計 

Ｈ１９撤去台数（自

転車・原付合計） 
17,805  7,803  20,517 10,273 2,672 8,411  2,086 69,567 

合計 17,805  7,803  20,517 10,273 2,672 8,411  2,086 69,567 

           

Ｈ１８自転車 20,416  8,730  18,604 13,475 2,954 8,704  3,434 76,317 

Ｈ１８原付 122  86  156  342  714  387  322  2,129 

合計 20,538  8,816  18,760 13,817 3,668 8,704  3,756 78,059 

           

Ｈ１７自転車 20,633  9,139  19,365 14,395 3,212 10,033  3,555 80,332 

Ｈ１７原付 261  78  441  471  709  445  304  2,709 

合計 20,894  9,217  19,806 14,866 3,921 8,704  3,859 81,267 

 
（３） 試行の区民会議における議論と会議後の取組み 

平成１７年度に開催された「試行の区民会議」において、地域課題のひとつとして「放置自

転車問題」が議論されました。この会議では、自転車と共生するまちづくり委員会（３－（１）

参照）からの活動報告と中原区役所地域振興課から区内各駅における委託による自転車整理と

誘導を中心に区及び市の取り組み状況について説明を行ないました。 
＜会議における委員の主な意見と提案＞ 

 
 
 
 
 
＜会議後の取組み＞ 

 

・ 武蔵小杉駅周辺の活動を他の鉄道駅や商店街アーケードも対象に商店街や町内会など

とも協力しながら進めてはどうか。 

・ 武蔵中原駅では撤去、誘導活動の行われていない土曜と日曜に放置自転車が多いので、

活動時間の拡大を図ってはどうか。 

・ 放置自転車問題の解決には利用者のモラル向上が大切。自転車利用者を対象にモラルや

マナー講習会を開催し、修了者には「私はモラルを守ります」と書いたシールを配布し、

みんながモラルを守る雰囲気づくりを進めてはどうか。 
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＜会議後の地域での取組み＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）武蔵中原駅周辺での対応 

・ 武蔵中原駅周辺では、新たな放置自転車問題への対応組織として放置自転車対策連絡会

を設立し、放置自転車問題の解決に向けた対策に取り組んだ。 

・ 交通安全運動と合同のキャンペーンを駅前で実施し、「私はルールを守ります」とプリ

ントした自転車の前かごカバーと駐輪場マップを配布し、駐輪場の利用を呼びかけた。

・ ㈱日本信号機材のご厚意により、駅通路（改札外）の路面に放置禁止サインを施工して

いただいた。 

・ アルカード武蔵中原店では、店舗の出入口等に駐輪場案内表示を設置した。 

・ 中原区役所で駅通路に放置自転車を防止するためのカラーコーン類を設置した。 

以上の対策の相乗効果によって、放置自転車の大幅な減少が図られた。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）武蔵新城駅周辺及び武蔵小杉駅周辺での対応 

・ 武蔵新城駅及び武蔵小杉駅周辺でも武蔵中原駅と同様のキャンペーンを行い、前かごカ

バーと駐輪場マップを配布し、駐輪場利用の促進と放置禁止の呼びかけ活動を行った。

 

 

 

 

 

 

 

対策前の武蔵中原駅通路 対策後の武蔵中原駅通路 

武蔵新城駅周辺でのキャンペーン活動 「私はマナーを守ります」前かごカバー 
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３ 中原区内の地域における放置自転車対策の取組み事例 

（１） 自転車と共生するまちづくり委員会の活動 

（中原区ホームページ＜自転車と共生するまちづくり＞から） 

ＵＲＬ：http://www.city.kawasaki.jp/65/65tisin/home/tisin26/tisin26_01.htm 

 

１ 自転車と共生するまちづくり委員会とは 

「自転車と共生するまちづくり委員会」とは、区民と行政が一緒になって、武蔵小杉駅

周辺をモデル地区として、自転車と歩行者がお互いに尊重しあい安全に安心して通行でき

るまちづくりについて検討、活動している委員会です｡ 
２ 活動目的 

自転車と共生するまちづくり委員会は、自転車問題の解決には市民生活に密着した自転

車の利用を規制することに限度があると考えられることから、市民一人ひとりの駐輪に対

する意識の向上と同時に、自転車と共に生きるまちづくりが重要ではないかという視点に

立って活動しています。 
  「自転車と共生するまちづくり」をテーマに区民と行政が協働で検討し、マナーの向上

など、できることからすぐに実施していくことを基本方針としています。 
３ 活動内容 

○ 呼びかけ活動の実施 

駅から離れた場所には空いている駐輪場があるこ

とから、駅周辺に立ち、自転車利用者に対し、空いて

いる駐輪場への利用を呼びかける活動を継続的に行

っています。 
○ 駐輪場のＰＲ活動 

駐輪場の位置を示したマップを作成し、駅周辺に掲

示し、駐輪場のＰＲ活動を行っています。 
○ マナー・ルールの啓発 

マナー・ルールのパンフレットやポスターを作成

し、配布や掲示を行っています。 
 
 
 

 
（２） 町内会など地域活動団体による活動 

ア．小杉町二丁目町内会 

・ 自転車マナーアップのチラシの配布 

・ 町内会児童に啓発グッズ（バッジ）の配布 

子ども会保護者との自転車利用マナー勉強会の様子 

（小杉町二丁目町内会） 

自転車利用マナーアップキャンペーンの様子 



平成20年度第2回中原区区民会議 資料２ 

 - 6 - 

・ 子ども会保護者を対象にした自転車マナーの勉強会の開

催 

イ．新城中央町内会 

・ 自転車利用者への声かけ活動 

・ 自転車マナーアップキャンペーンの実施 

ウ．ＮＰＯ法人小杉エリアマネジメント 

・ 武蔵小杉駅南口周辺での自転車利用マナー啓発・声かけ等

の誘導、放置自転車整理（市の自転車等放置防止対策業務） 
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